
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１/２１（土） 

１３：００～１５：２０ 

◆内容◆ 

 

主人公のジェンナは田舎町のレストランで働く 

ウェイトレス。彼女はパイ作りの天才だったが、 

嫉妬深い夫アールに束縛され、人生への希望も 

閉ざされていた。 

そんなある日予想外の妊娠が発覚し、絶望と困惑の 

中にいたジェンナは、産婦人科医のポマター先生に 

出会う…。主人公の揺れる心や、苦しい状況でも夢を

もつ姿を、女性監督がユーモラスに描いたドラマ。 

(C) 2008 Twentieth Century Fox 

Home Entertainment LLC. All Rights 

Reserved 

（2007/アメリカ/108 分） 

今年も、11/12～11/25「女性に対する暴力をなくす運動」 

週間に合わせて、映画＆ミニトークを開催しました。 

◆女性に対する暴力をなくす運動 

男女共同参画社会の実現のため、克服すべき重要な課題である  

「女性への暴力」に対する取り組みを強化することを目的に、   

内閣府主唱による「女性に対する暴力をなくす運動」は、     

毎年１１月１２日～２５日の２週間、各地方公共団体、女性団体

等で実施されています。 

上映作品  ウェイトレス ～おいしい人生のつくりかた～ 

内閣府男女共同参画局 検索 

Ｈ27 年度内閣府ポスター 

全国でも、期間中の東京タワーの  

ライトアップをはじめ、年々取組が 

強化されています。 

松山市では、松山城がパープル色に 

ライトアップされました。 内閣府男女共同参画局ＨＰより 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ミニトークゲスト 松山市子育て支援課 家庭・子育て相談室  

相談員 川口梅子 さん  

ＤＶについての基本知識について、そして実際に受けた

相談をもとに、松山市のＤＶに関しての現状をお話し 

いただきました。 

ＤＶ「ドメスティック・バイオレンス」とは… 

配偶者（妻、夫または元妻、元夫）や恋人などの親密な

関係にある（あった）人から振るわれる暴力のことで、

力の差を背景に相手を思い通りにしようとするもの。 

ＤＶと夫婦ゲンカの違いとは… 

関係性が対等であるか、対等でないかの違いです。夫婦ゲンカは、強いもの弱いものが入れ替わ

ります。あるときは夫が勝ち、あるときは妻が勝つ、そして引き分けもある。しかし、ＤＶは 

常に力の強いものから弱いものへ一方的な暴力が継続して行われます。命令をして、いうことを

聞かせ従属させる関係性です。 

ＤＶ被害（相談）の現状 

内閣府の発表によると、平成２６年度のＤＶ相談件数は１０万件を超えました。これは、統計

を取り始めた平成１３年度からちょうど３倍の数です。 

松山市では、コムズ相談室・子育て支援課など４ヵ所の合計ＤＶ相談件数は約６００件。 

愛媛県全体では２５００件。これだけの数の女性、男性が被害にあっているということが、私

たちの目指す男女共同参画社会の実現を阻んでいるという現状です。 

傾向として、被害者は３０代～４０代の女性がもっとも多いのですが、近年低年齢と高年齢の

相談者と、男性の被害者が年々増加しています。そして、もっとも重大な問題が「子どもへの

影響」が非常に深刻ということです。子どもが親の暴力をみて育つことは、心の成長や人格形

成に影響を及ぼします。また子どもの貧困など、様々な問題となって社会に表れています。 

児童虐待防止法にも「子どもがＤＶの中で育つことは虐待である」と明確にうたわれています。 

ＤＶ加害のサイクル  

※出所：「弁護士が説く ＤＶ解決マニュアル」 

日本ＤＶ防止・情報センター：編 

Ｉ 緊張蓄積期 Ⅱ 爆発期 

Ⅲ 蜜月期 

加害者にストレスが

たまる時期 

加害者がたまったストレ

スを怒りのエネルギーに

変えて被害者への暴力と

して爆発させる時期 

加害者が被害者に 

優しくふるまう時期 



 

色々な人にＤＶを知ってもらいたい。 

（20 代・女性） 

◆アンケート◆ 

ＤＶを教えることが必要だとしたら、 

いつどこで誰が教えるのか考えなければ 

ならない。（60代以上・男性） 自立して生きていく勇気がわいた。 

（40 代・女性） 

映画で、主人公が自分の能力を活かして 

自分らしい生き方ができたことがうれしか

った。（60 代以上・女性） 

ＤＶについて考えるよい機会になった。 

今後も続けてほしいイベント。 

（40 代・女性） 

互いに思いやる心を持ち続けることが 

大事。（50 代・男性） 

ＤＶの種類 

◆身体的暴力 殴る蹴るによる骨折。リモコンが飛ぶ。扇風機を投げつけるなどの器物損壊。 

      包丁やハサミを投げつけるなど最近過激になっている。 

◆精神的暴力 言葉の暴力。「出て行け」「死ね」「殺す」「誰が食べさせてやっているんだ」等 

      「母親失格だ」や、子どもの前で「ブス」と呼び子どもが真似をしてしまう例も。 

◆性的暴力  性行為を強要。デートＤＶ（恋人間での暴力）でも多い例。 

◆経済的暴力 生活費を渡さない。ギャンブルに使ってしまう。デートＤＶではサラ金に借り 

      させて返さないという例が多い。 

◆社会的暴力 外出させない。友人、親戚づきあいをさせない。子どもを親に会わせられない。 

◆子どもを利用した暴力 暴力を子どもに見せる。子どもを名前で呼ばないなど。 

何ができるか… 

被害者の安全を確保すること。警察に通報することや、一時保護施設の利用。 

また、勇気を出して相談することも大事。 

川口さんより… 

相談者に必ず「一年後あなたはどういう生活をしていたいですか？」と聞くのですが、 

近い将来こんな風になりたいという希望を大事にしてほしい、自分を信じて、自分の人生は 

自分で決めて行ってほしいと願い毎日相談を受けています。 

実際にＤＶ相談に携わっている方のお話し

から考えることができてよい機会だった。

（40 代・女性） 

ＤＶについて知り、考えるきっかけに 

なったという感想を多くいただきました。 

ご参加ありがとうございました。 (C) 2008 Twentieth Century 

Fox Home Entertainment LLC. 

All Rights Reserved 


